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そ
れ
は
試
行
錯
誤
の
末
の
詩
行
錯
乱
か
、
獅
子
身
中
に

し
み
わ
た
る
し
け
っ
た
屍
に
過
ぎ
な
い
も
の
な
の
か
。
20

世
紀
の
頂
点
に
そ
び
え
る
文
学
者
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ

コ
フ
が“плоть поэзии и проза празрачной прозы

”

（
沼

野
充
義
訳
で
「
詩
の
身
体
と
透
き
通
っ
た
散
文
の
精
」『
賜
物
』、

河
出
書
房
）
と
頭
韻
を
踏
み
な
が
ら
示
唆
す
る
よ
う
に
、

韻
文
と
散
文
の
二
項
対
立
が
時
に
転
覆
し
時
に
並
存
し
う

る
文
学
の
特
徴
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
が
現
在
の
私
の

関
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
一
見
無
縁

な
『
東
洋
学
術
研
究
』
に
ど
う
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
悩
ま
な
い
日
は
な
い
。
二
項
対
立
と
い
え
ば
ロ
マ

ン
・
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
が
提
起
し
た
無
標
・
有
標
、
日
常
的
言

語
と
詩
的
言
語
、
散
文
と
韻
文
、
換
喩
と
隠
喩
な
ど
、
ロ

シ
ア･

フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
以
来
の
伝
統
に
遡
る
。
コ
ン
テ

ク
ス
ト
と
テ
ク
ス
ト
、
あ
る
い
は
、
文
学
作
品
は
思
想
伝

達
の
手
段
な
の
か
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
に
文
学
作
品
の
自
己

価
値
性
を
認
め
る
べ
き
な
の
か
。
こ
の
観
点
は
テ
ク
ス
ト

構
成
に
不
可
欠
な
「
読
者
」
の
存
立
に
関
わ
っ
て
く
る
問

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
は
ロ
シ
ア
で
西
欧
的
議
会

制
民
主
主
義
の
導
入
を
志
し
た
カ
デ
ッ
ト
（
立
憲
民
主
党
）

の
生
み
の
親
の
一
人
で
あ
る
政
治
家
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ナ
ボ

コ
フ
の
息
子
と
し
て
サ
ン
ク
ト･

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
生
ま

れ（
１
８
９
９
年
）、ロ
シ
ア
革
命
が
起
き
た
年（
１
９
１
７

年
）
に
ク
リ
ミ
ア
に
移
住
し
た
。
そ
こ
か
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
留
学
の
た
め
の
渡
英
を
経
て
、
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
、

米
国
、
ス
イ
ス
へ
と
移
り
住
み
な
が
ら
、
一
生
を
ロ
シ
ア

語
と
英
語
の
文
学
作
品
の
執
筆
に
費
や
し
た
。
ナ
ボ
コ
フ

が
書
く
貴
族
的
文
体
に
は
思
想
伝
達
的
な
要
素
は
な
く
、

形
而
上
性
は
形
象
や
美
学
と
一
体
と
な
っ
て
表
明
さ
れ
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。『
ロ
リ
ー
タ
』
に
代
表
さ
れ
る
作
品

の
表
面
を
な
ぞ
っ
て
思
想
的
教
訓
の
欠
片
も
な
い
と
非
難

す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
。
し
か
し
、
私
は
そ
う
と

は
思
わ
な
い
。
日
常
的
言
語
と
詩
的
言
語
が
脱
構
築
さ
れ

う
る
な
ら
ば
、
高
尚
な
教
訓
に
無
味
乾
燥
で
陳
腐
な
ト
ー

ト
ロ
ジ
ー
を
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
言
葉
遊
び
の
よ
う
な
芸

術
至
上
主
義
的
な
文
体
に
高
尚
な
思
想
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
東
洋
哲

学
の
解
明
に
も
役
立
つ
と
き
が
く
る
と
信
じ
て
い
る
。

（
さ
が
え　

み
つ
の
り
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東
洋
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委
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